







































































































































































Naturai kiiier (NK)細胞は, T細胞, B細胞に次ぐ第3のリ
ンパ球集団であり,がんやウイルス感染症において生体防御
の最前線として働く細胞集団として位置づけられている｡
NK細胞研究は発見から機能解析に至るまで　日本人研究者
の活躍がめざましく,東北大学菌学部口腔細菌学,熊谷研究
室はこの分野で世界に大きく貢献してきた｡実際, NK細胞
がサイトカインを産生すること,その主たるサイトカインが
インターフェロンγ (iFN-γ)であることの発見は世界中の教
科書に記載されている(飯田和子先年,鈴木隆二先星)｡まだ
NK細胞の脾臓での存在, in vitroにおけるインターロイキン
(IL)-2によるNK細胞の分化,増殖(鈴木隆二先年), NK細胞
マーカーのクローニング(安保徹先生),糖尿病におけるNK
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細胞活性の低下(片岡茂樹先生　佐藤譲先生), NKT細胞の発
見と機能解析(安保徹先生,関修司先生,樗木俊聡先生),
iL-12によるNK細胞, NKT細胞の活性化およびがん転移の
抑制機構の発見(竹田和田先生,橋元亘先生)など世界に誇る
業績を挙げ続けてきた｡
そのような研究環境の中で　演者は, NK細胞の発生分化
/イ
と標的細胞の認識機構, NK細胞およびレセプターと疾患と
57
のかかわりについて研究を進めてきた｡活性化レセプター
NKG2Dは,腫瘍免疫,ウイ)レス感染,移植,自己免疫に重
要な役割を果たしている｡熊谷研究室の業績を礎とした我々
の研究は, in vivoにおけるIL-15によるNK細胞の分化,活
性化をはじめ現在世界のスタンダードとして教科書に記載さ
れている｡本講演では,先日逝去された熊谷勝男先生の偉業
とともに,我々の研究を紹介し恩師を偲びたい｡
